
世界 の名作 讃 美歌 へ貢献 した 日本人 の功績

ゴム

削
ーi1 金 治

INTHECROSSOFCHRISTIGLORY

古 今 の名作 に はモデルが あ る といわれ てい る。我 が 国の代表 的な短調 の不朽 の名作¥¥荒

城 の月"に つ いて も作詩者,土 井晩 翠が モデル に した のは仙台 の青葉 城 であ り,作 曲者,

滝廉太 郎 のモデル は九 州 の竹 田城 であ る。

世界 の賛美 歌史を ひ もと くと日本人 が世 界 の桧舞 台 に貢 献 した一 頁が あ る。物語 りは奔

か ら333年 前 の1637年 の頃で あ った。 信仰 の迫害 のため長 崎を追 われ た 日本 のキ リス ト教

徒が ポル トガル 領 マカオに移 住 し,市 の中央西 寄 りの小高 い丘 の上 に,聖 パ ウロ天主 堂を

建て た。 ところが,1835年 に出火 し,現 在 はそ の前壁 だ けが残 って立 って い る。 この大火

の10年 前,当 時 ホン コンの総督 で あ った,ジ ョン ・ボ ー リン グが この大聖堂 の頂上 に在 る

十 字架 に心 うたれ,こ の傑作 を完 成 した ので あ る。

ポル トガル領マカオにある聖パウロ教会と筆者夫妻

INTHECROSSOFCHRISTIGLORY

InthecrossofChristIglory,

Tow'ringo'erthewrecksoftime
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世 界 の 名 作 讃 美 歌 へ 貢 献 し たrl本 入 の 功 績

Allthelightofsacredstory

Gathers'rounditsheadsublime.

Whenthewoesoflifeo'ertakeme,

Hopesdeceive,andfearsannoy,

Nevershallthecrossforsakeme

Lo!itglowswithpeaceandjoy.

Whenthesunofblissisbeaming

Lightandloveuponmyway,

Fromthecrosstheradiancestreaming

Addsmorelustertotheday.

Baneandblessing,painandpleasure,

Bythecrassaresanctified;

Peaceistherethatknowsnomeasure,

Joysthatthro'alltimeabide.

(日本基督教団讃美歌委員訳)

139番

うつ りゆ く世 に も

主 の 十字架 に こそ

かわ らで立 て る

われ はほ こ らめ。

聖書のひか りは つみをあがなう

十字架のうえにぞ みなあつまれる。

おそれ となや みの せ まる ときに も,

十 字架 はやす きと よろ こび満て り。

十字架の上より

ふむべき道をば

さし くるひか り,

て らして お しう。

わざわい さいわい よ しあ しともに,

ただ十字架 に こそ きよ くせ らるれ。

日本 福音 連盟 黙聖 歌"

162番

じだいの はい きょに

ま こととあい とに

あおぐ十字架は

かがや きて立つ

巾 田 羽 後 訳

世にはなにひ とつ

十字架を唯いつの

た よ る も の な し

の ぞ み と そ な す
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世界の名作讃美歌へ貢献した 日本人の功績

ひか りとあい もて ふ むべ きみちを

お しえみちび くは 十字架 あるのみ

十字架はなみだも

まが もみめ ぐみを

(まが一わざわい)

よろこびにかえ

得 るおりとなす

同歌詞が

457番 には

世のなかの ものは

十字架はいつで も

かわるけれども

かがやいている

ひとはかみ さまの かわりにならぬ

なぐさめるものは 十字架ばか りだ

十字架は夜みちに まようものらを

ひか りとあいもて みちびいてい く

なやみ もなみだ も 十字架はかえて

あがないを うける いとぐちとする

マ カ オ へ の 旅

真 新 しい空 港 ビル に営業 を開始 した ばか りの大阪国 際 エアー ・ポー トをJALの ジ ェ ッ

ト機 で飛び立 った のは,小 雪の ち らつ いてい た2月 の初旬 で あ った。台 北 と香 港で 講演 を

す ませ,香 港 島か ら大型水 中翼 船で ポル トガル領 マ カオに着い た。 太 陽が はや太平洋 の彼

方 に沈 む頃で あ った。友 人,楠 本君 の好意 で差 し向 け られ た 自動車 で エス トリル ・ホテル

へ 行 き,ポ ル トガル料理 に舌つつみ を うち,心 地 よ い一 夜をす ご した。

快 晴 にめ ぐまれ た翌 朝,タ クシーを走 らせ待望 の丘 に着 いた。 いつ 崩れ落 ちるか も知れ

ない と懸 念 され て いた前 壁 と,そ の4階 の屋 根 の頂上 に立 って い る十字架 は,さ いわ いな

ことに,そ のまま残 ってい た。333年 の昔 を偲び,し ず かに坂を 下 り,幾 度 も十 字架 をふ

り返 った。

Best-LovedHymnStories

byROBERTHARVEY

ZODERVANPUBLISHINGHOUSE,

GRANDRAPIDS,MICH.

(67頁)

ホ ン コンか ら入 り江を横切 った半 島 の西 側に昔 の ポル トガル植 民地 マ カオが あ る。市 を

見 お ろす丘 の上 に,1580年 司教 区 と定 め られ グレゴ リー13世 の後 に聖パ ウロ大聖 堂 と して

建 られ た教 会 の廃 きよが立 って い る。1835年 火災 で破 か い され たが,1859年 に再建 され

た。廃 きよの上 に破風 壁が残 り,そ の頂上 に時 の荒 廃 を無 視 して いる ように一つ の十 字架
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世界の名作讃美歌へ貞献した 日本人の功績

が そび えて い る。 ジ ョン ・ボー リン グ卿が ホ ン コンの総 督の時 マ カオを訪れ この威厳 のあ

る廃 きよ の十字 架を見 た。彼 は ここで深 い感激を 受 けたので後 日"う つ りゆ く世 に も,か

わ らで立て る,主 の十 字架 に こそ,わ れ はほ こ らめ"の テー マ として,こ の十 字架を 使 っ

た。

ジ ョン ・ボ ー リング卿 は多才 な人 で又 高 い教育 を受 け,ヴ ィ ク トリア女 王の治世 に英 国

へ 顕 菩な貢献を した人 で あ る。1792年10月17日 デ ィ ヴオン洲 の エ クゼ ターで生れ ,成 長 し

て 多 くの学 科を学 んだ。彼 が鋭 い熱心 をか たむ けたのは歴史,経 済,政 治,博 物,詩 及 び

語 学で あ った。 ヨーロ ッパ とア ジア語 の巾で 彼が熟 知 して いた のは20を 下 らない。 公務多

忙 の中 に時を見 出 し数 多 くの礫訳を 出 した。 そ の中には,ロ シア語,ス ペイ ン語,ド イ ツ

語,ポ ー ラン ド語,ボ ヘ ミア語 等 の詩 集 もあ った。1825年 に ウエス トミン スター ・レヴ ィ

ユ ー の編 集長 に任 命され,ス コ ッ トラン ドのキル マー ノ ック区か ら選挙 され下 院議 員 とし

て2ケ 年 奉職 した。

1834～1835年 フ ランスへ の通商代 表 とな った他 に 英国 の官界 に偉 大な功 績 を残 した。

1849年 ホ ンコン領事 に,又1854年 ホ ン コン総督 に任 ぜ られ た。 そ して,こ の年 ヴィ ク トリ

ア女王 よ りナイ トの爵位を授 け られ た。

ジ ョン ・ボー リング卿 の出版物 は多 く,又 それ らの中に多数 の賛 美 歌が含 まれて い る。

1823年 に"朝 祷 と晩祷 の讃 美歌"が 出版 され,二 年後 に¥¥朝 祷 讃美 歌続 編"が 現 われた。

80才 の高 令で1872年11月23日 に世 を去 った時,夫 人 は"聖 詩 の記 念集"を 出版 した。 彼 の

作 品の多 くは,ほ とん どの教派 の讃 美歌 に採 用 されて い る。 中で も不朽 な ものは"神 は愛

な り","夜 を守 る友 よ","う つ りゆ く世 に も"等 で あ る。

TheRiseandGrowth

ofEnglishHymnody

byHARVEYB.MARKS

FIemingH.ReuellCo.,LONDON

(131頁)

ジ ョン ・ボー リング(x792‐xs7z)は 中国 とスペー ンへ の毛織 物 の輸 出に大 変成巧 した

チ ャール ズ ・ボー リングの小 供 と して生れ た。 父親 は ジ ョンが彼 の輸 出商 の後継 者 とな る

こ とを望 んだ。 この ため,ジ ョンは外国語 の勉 強を始 め,16才 で スペ イン語,イ タ リア

語,ポ ル トガル語,フ ランス詔,ド イ ツ語 を書 くこと も話す ことも出来 た。 商人 として の

経歴 を始 め る前にジ ェレ ミー ・ベ ンサ ムの下で政 治経 済を学 んだ。父 の死後,ジ ョンは地

中海 貿易 に着手 し英 国海軍 へ の物資 保給 のた め莫 大な 契約を獲 得 した。 彼 の親友 ジ ョー ジ

・ボー ロー も語 学 の天才 であ り,二 人 そ ろって大 い に外 国語 の勉学 につ とめた。1870年 に

二人 が 一}1.同で"デ ンマー ク とノール ウ ェイ文 学"と 題 す る書 物を著 した。後 に ボー リング

は ボヘ ミア,ブ ル ガ リア等 ス ラブ語 の詩 の麟 訳を書 いた。 これ らの貢献 のた めオ ランダの

グ ロニ ンゲ ン大学 よ り博士 号を受 けた。 後 にキル マー ノ ック区か ら下院 の議 員 に選 挙 され

た。1854年 に ホ ンコ ンの総 督にな り,ナ イ トの爵位を 与え られ た。

彼が世 を去 った時,彼 の妻 が石碑 に,こ の詩 の初行

"キ リス トの十字 架 に こそ

われ は誇 らめ。"(讃 ・139)

と書 いた。
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MUSICINEVANGELISM

byPhilKerr

GOSPELMUSICPUBLISHERS

GIendale,Calif.

(128頁)

黙しか し
,わ た し自身には,わ た した ちの主 イ エス ・キ リス トの十 字架 以外 に,誇 とす る

ものは,断 じて あ って はな らない。"

ガ ラテヤ人 へ の手紙6章14節 が この詩 の源 で あ り,1825年 発 行の ジ ョン ・ボ ー リング賛

美 歌集に よ ると原名 は"十 字架 に栄光 を"で あ った。

著者 は1792年10月17日 生 れ の英 国人 で1872年11月23日 に世を去 った。幼少 よ り輸入商 で

あ った父を助 け,広 く旅行 を した。16才 の時 には スペイ ン語,ポ ル トガル語,イ タ リア

語,ド イツ語,オ ラ ンダ語を話 した。 後年,彼 は200余 の外国語 を話す ことが出来 た とい

われて い る。 彼 は英 国の国会議 員にな り,香 港 の総督 にな り,又 カン トンの領事 に もな っ

た。彼 の手 にな る賛美 歌 も多 く,又,政 治 や宗教 の分 野に も著 作が多い。終 身ユニ テ リア

ンで あ ったが,こ の詩 が示す よ うに彼 は三 身一体 の教理 を堅 く信 じて いた。

ラスバ ンと名づ け られ た この曲は,コ ンキーが コネテ ィカ ッ ト州 ノール ウ ィ ッチの巾央

バプ テス ト教会 のオーガニ ス トであ った1849年 に作 曲 され た。 彼 の牧師 は"順 い"と い う

題 で一連 の説 教を用意 して いた。 ど んよ りと した空 の 日曜 日の朝,礼 拝 に奉 仕す る聖歌隊

は ソプ ラノただ一人 の外は だれ も顔を見せ なか った。 不快 にな ったコ ンキーは牧師 の説 教

の前 に横 の出 口か ら逃 げるよ うに して 家にかえ った。 その午後,悔 悟 した彼 は,牧 師が次

の 日曜 日に使 うはずで あ るボー リングの詩 に新 ら しい曲を つ けよ う と決 心 した。 この よう

に して 新曲が生れ,忠 実 な ソプ ラノで あ るラスバ ンの名を これ に与 えた。

コンキーは1815年5月15日 に マサ チュー セ ッツ州 シ ャッツベ リーに生 れた。両 親は ス コ

ッ トラ ン ド入 で あった。彼が死 ん だのは1867年4月30日 で,所 はニユ ー ・ジ ャージー州 の

エ リザベスで あ った。彼 は,熟 達 したオ ーガ ニス トで あ り又 バ スの歌手 で あ った。

DictionaryofHymnology

byJohnJulian

DOVERPUBLICATIONS,INC,NEWYORK

(566頁)

ジ ョ ン ・ボ ー リ ン グ 作,1825年 発 行,原 詩 は 五 節,ガ ラ テ ヤ 、6章14節 に よ る,大 英 帝 国

と ア メ リカ の 多 数 の 讃 美 歌 集 に 収 録 さ れ る,ボ ー リ ン グ 作 中 の 傑 出 し た も の 。

詩 は,あ る 集 に は"IntheCrossofChristweglory"と 諮:か れ て い る も の も あ る 。

ChristianHymnudy

byEdmondD.Keith

ConventionPress,NASHV皿,LETENN.

(93頁)

ジ ョ ン ・ボ ー リ ン グ(1792-1872)
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ローバ ー ト ・グラン トの ように ジ ョン ・ボー リングは社 会的,政 治的功績 のた めナ イ ト

の爵位 を授 け られ た。 しか し,彼 が 記憶 されて い るの は彼の賛 美歌の ためで あ る。 英国 の

ド院議 員や ホ ンコン総 督 として,生 存中,彼 は数 多 くの栄誉 を身 に受 けたが,彼 が今 日,

ク リス チ ャンの 中にその名 を知 られ て い るのは次 の潜美 歌 のた めで あ る。

うつ りゆ く世に も(讃 美1歌139)

ものみ よか たれ(聖 歌187)

め ぐみ の 光は(聖 歌441)

HymnsofOurFaith

byWILLIAMJ.REYNOLDS

BROADMANPRESS,NashvilleTenn.

(95頁)

ジ ョン ・ボ ー リングによ る この讃)芝歌は ガ ラテヤ人 へ のP紙6';質4節 に基 礎を おいた も

ので1825年 発行 の ボー リング讃)こ歌集に始 めて現 われ て い る。 詩 の第5節 は第1節 の繰返

しで あ るので讃 美 歌には 省略 され て い る。魅力 あ る,そ して 度 々語 られ た物語 によ る と,

この詩 は ホン コンの近 くのマ カオ 島の,か って偉 大な聖堂 で あ った建物 の廃 きよに よ って

霊 感を うけて 作 られ た とい うので あ る。建 物 は破 か いされたが,前 面の壁 だけが残 りその

頂 上 に年 とともに黒 くな った大 きい十字架 がつ いて い る。 ボー リングは この古い十 字架を

見 な が ら"う つ りゆ く世に も,か わ らで 立て る"と 書 いた。

曲の ラスバ ンは1849年 コネテ ィカ ッ ト州 ノール ウイ ッチの中央 パ プテ ス ト教会 オー ガニ

ス トで あ った コ ンキ ーによ り作 曲 され た。 この曲は最 初1851年,グ レー トレ ックスの詩篇

と讃 美 歌曲集 の中の ミュレンバ ー グ作詩 の"Lよ,汝 の群を 養 い給 う"に つ け られ た もの

で あ る。 マ ッカチ ャンが1907年 発行 の ノール ウイ ッチ ・ブ ルテ ィ ンに次 のよ うな記事を書

いて い る。

都会の牧師 ヒス コ ックス博 トは"十 字架上 の言"か ら七つ の説 教を用 意 していた。 そ

の うち の一 つ の 日曜 日はひ どい雨で あ った。聖 歌隊 の指揮者 コンキー氏 は,ソ プ ラノ

が た だ一人 だ け しか 出席 しなか ったので全 く失L`ltした。 コンキー氏 は非 常に失意,落

胆 したので前 奏曲が おわ る とオル ガ ンを 閉め鍵を か けワシ ン トン街 のrl分 の家 にかえ

って行 った。 聖 歌隊 の席は 教会 の隅に あ った ので 会衆 の注 意を 引かつ にギ ャラ リーを

去 るこ とが 出来 た。 その 日の午後 練 習 のため彼 は ピア ノに 向 った。 ヒスコ ックス博

トの連続 の説教 と,そ の時 歌わ る讃 美 歌の言 、うつ りゆ く一　lf_にも"が 彼 の頭 の 中を繰

返 し,又 繰返 し通 りす ぎた。 そ の時,そ こで彼 は,今 日,凡 て の教派 の教会でoff_界中

に 歌われて い る ラスバ ンの曲を 作 った ので あ る。

AHymnYsBorn

byClintBonner

BROADMANPRESS,Narhville,Tenn.

(56頁)

1849年 のあ る雨 の 日曜 日,コ ネテ ィ カッ ト州 ノール ウ ィ ッチにあ る中央パ プ テス ト教会

の礼拝 の ため ヒス コ ックス博 一fは 黙十 字架 の言葉"の 説教を用 意 したが,会 衆 の殆 んどが
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欠席 であ った。 聖歌隊 もソプ ラ ノのB,S・ ラスバ ン夫人 ただ一人。面 目を失 った オー ガ

ニス トの イサマー ・コンキーは帽 チを かぶ り,愛 想をつかせ て,裏 の階段 か ら出て家にか

え った。

その朝 の礼拝 の牧師 の説 教を 聞かないで教会 を去 った ことを悔や みなが ら,コ ンキーは

"十 字架 の言葉"を 深 く考えてみ た
。 そ の時,彼 は ジ ョン ・ボ ー リングの"キ リス トの十

字架 に こそ,わ れ は ほ こらん"の 詩を思 い起 した。 それ につ けられ た曲がよ くなか った の

で コンキー の聖歌隊は この讃美 歌を本気 で歌 った ことはなか った。詩 はす ば らしいが曲が

よ くなか ったか らであ った。 も し,曲 がそ のままであ った とした ら,こ の讃美 歌 も,あ る

いは,消 え去 って しま ったか も しれ ない。雨 のふ りつづ いたそ の 日曜 の午後 ,コ ンキーは

ジ ョン ・ボ ー リング卿 のた め新 しい曲を書 いた。 彼は この新 曲を ラスバ ンと命名 した。 そ

れ は,こ の 日曜 日の朝た だ一人 聖歌隊 員 として 出席 した彼女 の名誉 のためで あった。

Storiesof

FADLESSHYMNS
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ニユ ー ・ヨー クの ロバ ー ト ・コ リヤ ー博 士が,カ リフ ナル ニ ア州 のあ る峠 に さ しか か っ

た。峡谷 の頂上 ちか くに旅行者 の休 けいのため の一 つの小屋 が あ った。博 士がそ こを立 ち

去 ろう とした時,小 屋番 の夫人 が,博 士が牧 師で あ ることを知 って,近 くのそび え立 っ岩

に案 内 した。 そ この狭い岩 だなの上 に,く つ き りと立 って いる ものが あ る。 それ は十字架

で あった。牧 師 は これを見 て大 変驚 いた。 それ はだれ も十字架 を 作る木を 背負 って よぢ上

るこ との不可能な絶 壁 の上 にあ ったか らで ある。

博Lは,ど うして そのよ うな困難 な こ とが 出来 たのか と尋ね た。夫人 は次 のよ うに語 っ

た。少 し前 に大地震 があ り,住 人 の少 いこの地 で入 々は世 の終 りが近 い と感 じ疎 開 しは じ

あた。 しか し,こ の番人夫 婦 にはそ こに留 ま り,小 舎 を修理 す るよ り他にす ることが なか

った。 そ の後,あ る日,彼 女は仕事 を しなが ら 山 を見上 げた時,す ば ら しい 光 景 に 接 し

た。 あの大地 震が頂上 の 巨大 な松 の大木の幹 の大 枝を十字架 の形 に変 えて しま った。彼女

は,自 分 のために この奇 蹟が なされ と感 じるほどで あ り,し ば しば彼女を襲 ういろい ろな

心配 ごと も,こ の 山の上 の十字架 を見上 げる といつ も慰 め られ るのであ った。

いつの世 に も十字架 は悩 む心 に慰 め と喜 びを与え る。

この信仰ふか い夫 人 の最 後の言 は"真 の幸 いはイ エスの十 字架 のそばに ござ います。"

で あ った。

サムエル ・L・ ツェマー博 士は"世 界 の宣教師 評論"の 中で"キ リス トの死 を取 り除 く

とキ リス ト教会 のti!l美歌はみ な無 価値 な もの とな る"と い った。

この偉大な讃美 歌の 中に

"主 の十 字架 に こそ
,わ れ は ほ こらめ"

が あ る。

この詩は1825年 ジ ョン ・ボー リング卿 に よ って書 かれ た もので あ る。 この作者 は1792年

10月17日 英国 のエ クゼ ターに生れ た。 初等教育 はハ ムステ ッ ドの モー ア トンで受 け,後 に

中国 とスペ イン向 き毛 織物 の製 造業で あ った父 の仕 事 についた。 しか し,文 学 に多分の趣
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味を持 ち,ウ エ ス トミンス ター,レ ヴィユ ーの編 しゆ う者 とな り,又 詩人 として も著 名な

成功 をお さめ た。1823年 と1825年 に讃美歌 集を 出版 し,終 身,讃 美歌を作詩 しつづ けた。

彼 は外 国語 の修 得 に非凡 の才能 を示 し,偉 大 な語 学者 で あ った。 サ ム エル ・H・ ダ フイ

ール ド博士 は"英 国 讃美歌 とその作者"の 中で ジ ョン ・ボー リングは16才 にな るまで に ス

ペ イン語,イ タ リー語,ポ ル トガル語,ド イ ツ語,そ して オ ラ ンダ語 を独 学 した,と 書 い

た。 フランス語 だ けは教 師につ いた。

ボー リング氏 は政界 に入 り,1835年 に下院議 員に選挙 され1・∫年 か この職 にあ った。1845

年 に中国 カ ン トンの領 事に任ぜ られ,そ の後 名 誉あ る要職 を経 てつい にホ ンコ ン総 督に 任

ぜ られ た。 この他,英 園の ため,い くつか の重要 な使命を完 成 した。1854年 に爵 位を受 け

ジ ョン ・ボー リング卿 とな った。

"う つ りゆ く世に も
,か わ らで立て る"は 彼が マ カオの 大聖堂 の廃 きよを見 た ことが一

つ の衝動 とな って彼 に書 かせ た と言 われて い る。讃 美 歌学者 に よ りこの作品の年 代につれ

が あ るが,大 使徒 パ ウ ロの 言"Eイ エス ・キ リス トの 十字架 の他 に断 じて誇 って はな らな

い"に 霊 感 を うけた ことは確実 で あ る。

官 界か ら引退後 もボー リングの毎 日は多忙 を きわ めた。 この過労 の故 に彼 に諌言す るだ

れ もに彼 の答 は"生 命 が与え られ て い る間私 の仕 事 を しな けれ ばな らない。"で あ った。

晩年,彼 は讃美 歌を書 くこと,他 人 と くに 青年 を助 け る事業 と主の 聖業 の前進 の ため全力

を捧 げた。 彼 の最後 の働 きの一 つは,彼 に は何 の関 係 もな い見 知 らぬ人 へ の愛 の運動 で あ

った。

非凡 の献 身 と奉 仕の生涯 を終 え,1872年11月23日 に この11isを去 った。 エ クゼ ターにあ る

彼 の墓 石 に"主 の十 字に こそ我 はほ こ らん"の 文 字が 記 され てい る。

彼 の筆 にな る他 の有 名な三つ の詩に"神 は愛 な り","め ぐみは輝 き","夜 を守 る友

よ"が あ る。

¥¥うつ りゆ く世 に も"は どの集 会に も適 した讃 美歌 であ る
。 大会衆 にキ リス トの十 字架

を示す た めには,こ の讃美 歌 ほど心 に強 くせ まって くる ものは他 に余 り多 くは ない。1910

年 にア メ リカの首都 ワシ ン トンで 開催 され た世界 日曜学校 大会 の様 子 をC・G・ トランバ

ル博12は 次 の ようにサ ンデー ・ス クー ル ・タイムズ に発表 され た。

"今 ノく会には24ケ 国か ら47の 教 派の代者 達 と175人 の宣 教師達 が出席 した
。 開会 式の時

全 ホールの電灯 が 消え,全 くの暗 の中で キ リス トの十字架 が照 し出 され,児 童合 唱団が,

"う つ りゆ く世に も
,か わ らで立 て る,kの 十字架 に こそ,わ れ は ほ こらめ"を 歌 った。

そ して,こ の賛美が やが て全 会衆 の参 加で大 合 唱に展開 した。

キ リス トの 十字架 は,い つれの国,い つれ の時代 に も青年 達 の,そ して,老 人 達の最 も

重 大 な必 要 に答 え る もので あ る。 基督 者 は この賛 美を歌 う時いつ もよろ こびを見 出す ので

あ る。

詩の原文の訳

時の破滅の上にそびえる,

キ リス トの十字架に私はほ こる。

聖なる物語のすべての光が

荘厳な頭のまわりに集まる。
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人生の苦悩が私を襲う時

望は欺 き,ま た,恐 怖が悩ます時

けっして十字架は私を見捨てない

見なさい!十 字架は_¥/和と喜びで輝いている。

幸福の太陽が かがやき

光 と愛を私の道の上 にはなつ時

十字架より光輝が流れ

一 日になおも栄光を加える
。

害毒 と祝 福,苦 痛 と快楽 は

十字架 に よ り聖別 され る。

無 限の平和 が そ こにあ り,

喜びが,凡 て の時 を通 じて や ど る。

つ いで に,ジ ョン,ボ ー リングのい ま一つ の名 作WATCHMANを 我困英文学界 の

泰 斗斉 藤 勇博 士の名訳 で紹介す る。

「衛 士 よ,夜 は何時で しょう。 それ が示す約束 の しる しは何 で しょう。」

「旅人 よ,む こうの 山の頂 きの上 に栄光 を放 ってい るあの星 を見 な さい。」

「衛士 よ,そ の星 の うるわ しい光 は何か喜 びな り望 みな りの 兆ですか。」

「旅人 よ・ そ うで す。 それ があの 日を,イ ス ラエル が救 われ る とい う約束 の 日を持 って

来 るのです。」

「衛士 よ,夜 は もう何 時で しょう。 ます ます高 くあの屋はの ば りますね。」

「旅人 よ,祝 福 と光明 と,平 和 と真理 とはその進 路 の前 兆です。」

「衛 士 よ,そ の光 は発祥地 だけを金 色に染 め るので し ょうか。」

「旅人 よ・ よろず代 を あの星 は照 らします。全地 の上 に光が急 に閃め いた じ ゃあ りませ

んか。」

「衛 士よ,夜 は もう何 時で しょうか。 あけがたの よ うに見 え ます か。」

「旅人 よ,暗 闇 は逃 げ去 り,疑 い と恐れ とは 引 きさが りま した。」

「衛 士 よ,あ な た も巡視をや めて,静 か なお うちに急 ぎな さい。」

「旅人 よ,ご らん なさい。平和 の君 が,神 の御 子が い らっし ゃいま した。」
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